
一級河川田川流域における

宇都宮市街地の総合治水計画

（案）

資料１

令和３（2021）年３月

栃木県

宇都宮市



背 景

• 一級河川田川は、昭和22年9月カスリーン台風を契機に昭和26年からこの台風の実績降雨規模

による河川改修事業に着手し、これまで市街地部の改修は概成していた。

• ところが、令和元年東日本台風では、既往最大を更新する降雨により、宇都宮市街地において

甚大な浸水被害が発生した。
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• この令和元年東日本台風による浸水被害を受けて、栃木県と宇都宮市は同規模の出水による

浸水被害の軽減を図ることを目的として検討会を立ち上げ、連携・協力した田川流域における総

合的な浸水対策を検討するため、令和２年度に３回検討会を開催した。

• 本資料は、これまで実施した検討会において、県と市が実施する治水対策の方針をまとめる。

【検討会構成員】

宇都宮市 

 

 

 

 

 

 

栃木県 

行政経営部 

経済部 

建設部 

消防局 

 

上下水道局 

 

県土整備部 

 

危機管理課長 

農業企画課長 

河川課長 

予防課長 

警防課長 

下水道管理課長 

下水道建設課長 

河川課長 

都市整備課下水道室長 

宇都宮土木事務所長 

【検討会開催状況】

令和2年 4月17日 第1回検討会

（規約の承認、検討方針の決定）

8月27日 第2回検討会

（短期対策（概ね5年）の策定）

令和3年 3月25日 第3回検討会

（中長期対策（概ね10～30年）の方針の確認）



出 水 概 要
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・近傍の雨量観測所では、２４時間雨量で325.5mm、６時間雨量で213.6mmを観測（図１参照）
既往最大値を更新し、概ね１５０年～２００年に１回の確率で起こりうる洪水となった（図２参照）

・東橋水位観測所では、田川の水位は堤防高を超え、宇都宮市街地で溢水氾濫が発生（図３参照）

図３ 東橋水位観測所における
水位ハイドログラフ

図２ 田川流域における年最大雨量の推移（流域平均6時間雨量）

最大時間雨量
47.0mm
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（カスリーン台風）

昭和３２年８月豪雨
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平成２７年９月豪雨
（関東・東北豪雨）

図１ 宇都宮（気）の雨量

１．発生年月日
令和元年10月12日(土)～13日（日）

２．降雨状況
連続雨量 327.5mm（11日13時～13日 0時）
24時間雨量 325.5mm（12日 0時～13日 0時）
最大時間雨量 47.0mm（12日17時～18時)
特別警報発令 12日19時50分～

最高時間水位
5.15m

図４ 東橋水位観測所位置図

＜降雨状況＞ ＜水位状況＞

東橋

田川

宇都宮駅



被 災 概 要
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県庁前通り

県庁前通り

宮の橋周辺における氾濫の様子図５ 台風19号による浸水実績図

・田川からの溢水による氾濫は宇都宮駅前の市街地を中心に広範囲に及んだ（図５参照）
・浸水面積約150ha、浸水家屋2,396戸（床上：1,093戸、床下：1,303戸）の浸水被害が発生
・宇都宮記念病院などの重要施設や特養いずみ苑など多数の福祉施設が浸水（表１参照）

表１ 浸水した重要施設

分 類 名 称 備 考

避難施設
宇都宮市上下水道局
下河原水再生センター

避難施設 東小学校

宇都宮記念病院

奥田クリニック

新宇都宮医院

福祉施設 介護施設多数

医療施設 透析施設
有り

洪水後に堆積した土砂、水害ゴミ

公共施設

田川

宇都宮駅

栃木県庁

浸水範囲



浸 水 被 害 の 要 因
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●

溢れる

流せる水の量

■氾濫状況

○令和元年東日本台風による浸水被害は、田川で流せる水の量
（流下能力）を超える雨が降ったことにより発生しました。

宮の橋周辺における氾濫の様子

東橋上流における溢水の様子



栃木県の取組（1/3）
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○ 堆積土除去工事の実施（令和2年5月末までに完了）

被災後、河道内に
堆積した土砂の撤去
工事を実施しました。

除去前 除去後

＜宮の橋上流の状況＞

旭
陵
橋

openstreetmap.org



栃木県の取組（2/3）
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令和元年東日本台風
による浸水区域

堰

浸水対策重点地域緊急事業

○ 河川改修の実施 （短期対策）

① 河道掘削：市街地の流下能力を増加
② 調 節 池：洪水時に河川の水を貯め、下流の河川水位を低減

○ 河川改修の検討 （中長期対策）
今後、社会情勢の変化や災害の発生、県内他河川とのバランス等を考慮して更なる河川改修の検討を行う。



栃木県の取組（3/3）
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○ 浸水リスク情報の発信 （令和2年9月末までに完了）



宇都宮市の取組（1/5）
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① 氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 ② 被害対象を減少させるための対策 ③ 被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

短期対策

・田んぼダムの普及促進
・公共施設における雨水貯留
・樋門更新及び内水氾濫軽減対策の検討

・管轄の消防署及び消防団への事前周知
・重要水防箇所の重点的な巡視警戒
・早期に水防広報及び活動の実施

・避難情報伝達体制の充実
　　(防災ラジオの購入補助・登録制メールの利用促進)
・被害情報の収集・集約体制の強化
・風水害時に優先的に開設する避難所の選定・周知
・農業用ため池ハザードマップの周知強化
・ハザードマップを活用した事前周知等の減災対策
・浸水深の電柱等への標示
・内水ハザードマップの作成・公表

中長期対策
・「雨水貯留・浸透施設設置費補助制度」の促進
・森林・農地の保全

・開発許可に係る基準の運用
・市街化調整区域の浸水ハザードエリアにおける開発抑
制
・都市機能誘導施設の浸水対策促進

・自助・共助の意識啓発
　　(防災出前講座の実施や防災マニュアルの配布)
・農業用施設の適正管理・保全
・河川監視の強化
・市民の防災意識の高揚
・積極的なPR活動の実施
・住まいの防災対策の情報提供
・地域の主体的な避難行動促進
（防災訓練の充実・防災リーダーの育成支援）
・雨水幹線の水位監視の強化

○ ソフト対策 一覧



宇都宮市の取組（2/5）
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○ 主なソフト対策 【公共施設における雨水貯留】 （短期対策）

･市の施設における雨水貯留施設の設置 ･学校や公園敷地内における雨水貯留

･設置状況写真（令和2年6月） ･対策イメージ図

整備状況（２月末時点） 1,000ℓ 貯留タンク 105基
200ℓ 貯留タンク 181基 整備状況（２月末時点） 1箇所



宇都宮市の取組（3/5）
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○ 主なソフト対策 【「雨水貯留･浸透施設設置費補助制度」の促進】 （中長期対策）

･今次出水を受け、官民協働による雨水流出抑制施設の設置を促進するため、「雨水貯留施設等設置費補
助金制度」の拡充を行う。

【拡充内容】

･補助対象について，現行の一般住宅から，新たに民間事業者※や集
合住宅，駐車場を追加する。
・現行制度の補助対象施設や限度額，対象基数について拡充する。
・「一般住宅」及び「民間事業者や集合住宅，駐車場」は，同等の補助
内容とし，民間事業者への補助率も２／３とすることで，より高い普及を
目指す。 （※ 民間事業者：事業所や店舗,工場等）

R２年度申請状況（２月末時点） 121件）
（参考 R1年度２月末申請状況 48件）



宇都宮市の取組（4/5）
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○ 主なソフト対策 【田んぼダム】 （短期対策） ･田んぼダム実施協力に関する協定の締結

･マス設置による田んぼダムの実施
令和２年７月１８日
下野新聞より

･田んぼダムの構造

実施面積（２月末時点） 192ha
田んぼダムイメージ

排水施設改良

排水マス



宇都宮市の取組（5/5）
○ 主なソフト対策
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【溢水実績深の電柱等への表示】 （短期対策）
【避難情報伝達の強化】 （短期対策）

避難情報が発令されたときなどに電源を
オフにしていても、自動・大音量で緊急放
送が開始
※ コンセントへ接続するか電池を入れておく

ことが必須

【補助内容】
販売価格14,300円 ― 補助金額10,700円

＝自己負担額3,600円

･今次出水を受け、令和２年２月より『緊急告知機能
付防災ラジオ』の補助要件を拡充

【これまでの要件】
・70歳以上の高齢者 など

【令和２年２月からの要件】
・携帯電話等の情報受信端末を保有していない方、または、

保有しているが市の登録制防災情報メールを利用できな
い方

東、錦、中央地区などで
２６箇所設置

令和２年２月より 960件 の申請



栃木県及び宇都宮市の取組による事業効果
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• 今回、令和元年東日本台風時における県及び市の取組に対する効果検証を行った。

• その結果を踏まえ、県及び市が短期対策を行うことで床上浸水（宅地の浸水深50cm以上）被害の

解消を目指す。 （短期対策：【県】調節池整備、河床掘削 【市】公共施設貯留、田んぼダム 等）

 凡例 

浸水深 

浸水実績

短期対策後

※地形的に水がたまり
やすい一部地域で
床下浸水が残る。



ま と め

15

• 令和元年東日本台風と同規模の洪水に対し、栃木県及び宇都宮市が行う浸水対策を実施する

ことで、田川流域における宇都宮市街地の床上浸水被害が解消する。

• しかしながら、浸水対策が完了するまで時間を要することや地形的に浸水が残りやすい地区も

あることから、それら地域に対してソフト対策を確実に実施することで、人的被害の防止を図る必

要がある。

• 今後とも関係機関が連携・協力し、今回とりまとめた浸水対策を着実に実行することで、

更なる浸水被害の軽減に努める。

●主なソフト対策

・ 洪水ハザードマップの積極的な周知啓発や、内水ハザードマップの作成・公表などの対策

に取り組むことで、市民の速やかな避難行動や更なる防災意識の醸成を図っていく。


